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Ⅴ アウトカム項目

事業所は、ＪＲ横浜線、京王相模原線の「橋本」駅から「三ヶ木」行バスで１０
分、「東原宿」バス停下車、平坦な道を歩いて５分ほどの静かな住宅地にありま
す。運営法人は相模原市内のほか、宮城県でも事業を展開している有限会社です。
＜優れている点＞
利用者にとっての「家」であるように「安心・楽天・自由」の理念の下、「追求・
共有・団結」を職員への家訓としています。利用者が安心して過ごせる生活環境の
中で、楽しく自由に暮らしていくために、職員はワンチームとなって日々の支援を
行っています。ユニットの扉は施錠しておらず１階と２階で自由に往来ができ、階
段の段差も高齢者の足幅に合わせて低くなっています。食事は利用者の希望を活か
し、ユニットごとに別メニューとなっており、利用者も調理に参加し、職員も一緒
のテーブルを囲んで食事をしています。起床、食事、入浴、散歩などの時間は厳密
なスケジュールを決めず、家にいる時のように思いのままに暮らせるように配慮し
ています。日々の暮らしの延長に看取りが行われ、最期まで安心して過ごせる
「家」を目指しています。災害、医療から生活全般に渡っての指針を整備し、管理
者と職員との情報共有がスムーズに行われています。
＜工夫点＞
職員が働きやすいように勤務時間を調整して、子育てや体調によりごく短い時間で
の勤務や都合がつく日だけという体制も取っています。廊下やリビングに利用者の
故郷の風景写真を飾っています。正月飾り作りや屋内ゴルフなどレクリエーション
が盛んで、参加が難しい利用者は折り紙や洗濯物たたみなどをレクリエーションと
しています。

「利用者本位」
　臨機応変に対応ができるよう、スケジュールを決めることなく日々の暮らしを
　お手伝いしています。
「チームケア」
　職員はお互いに協力し合い、思いやり合えるチーム力があります。
「明るく開放的な雰囲気」
　玄関は施錠していません。しろあんの理念「安心・楽天・自由」を胸に取り組
　んでいます。

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

認知症対応型共同生活介護

56 ～ 68

）

36 ～ 55Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

23 ～ 35

登録定員
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評 価 結 果
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Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

○ 2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

 事業所名 プライミーしろあん

 ユニット名 わおん

　Ⅴ　アウトカム項目

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

株式会社フィールズ



プライミーしろあん.xlsx

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事
業所理念をつくり、管理者と職員は、そ
の理念を共有して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続
けられるよう、事業所自体が地域の一員
として日常的に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている
認知症の人の理解や支援の方法を、地域
の人々に向けて活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの
実際、評価への取り組み状況等について
報告や話し合いを行い、そこでの意見を
サービス向上に活かしている。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取
り、事業所の実情やケアサービスの取組
みを積極的に伝えながら、協力関係を築
くように取り組んでいる。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

年6回行う運営推進会議に自治会や高齢者支援センターの方々
に参加していただいたり、年2回行っている避難訓練にも参加
していただくなどを通して、近隣の方々との交流を定期的に
とっております。事業者内の買い物や理美容などは全て近隣で
対応しています。体調や職員体制にもよりますが、散歩や日光
浴など屋外で過ごす事もあり、挨拶などを通して地域情報を頂
いたりと自然な流れで交流が出来ています。また自治会の祭り
に参加したり、近所の方々がボランティアとして傾聴ボラン
ティアにも定期的に来ていただいています。

自治会に加入し、事業所の駐車場に「お
囃子」が来たり、地域の夏祭りではテン
ト席も用意され、一緒に参加するなど交
流しています。掃除や傾聴のボランティ
ア、民生委員の来訪も定期的にありま
す。保育園児との交流もあり、利用者が
作った折り紙を園児たちに手渡していま
す。

市グループホーム連絡会に定期的に出席し、今後地域の
イベントに参加し、介護相談などを受けるブースなどを
各施設同士で協力して作れるように話し合っているとこ
ろです。高齢者相談ネットワークにも参加しています。
運営推進会議では高齢者支援センターや民生委員の方も
参加頂いております。

プライミーしろあんでどのように過ごされたいか？自分
に置き換え、ご利用者様の目線から職員全員で考えまし
た。また理念とは別に、プライミーしろあんを「家」と
し、理念実現の家訓（職員が何をすべきか）も設定しま
した。事業所内の各所に掲示し、意識の共有を図ってい
ます。

利用者が安心して思いのまま暮らすこと
を目指し「安心・楽天・自由」の理念を
玄関やリビング、職員更衣室に掲示して
います。管理者は会議や勉強会の時に職
員に伝え、職員は利用者の思いを把握
し、スケジュールに縛られない支援を心
がけています。

２ヶ月に１回、イベントなどの活動報告を行い、また参
加者の方より色々なご意見を頂いております。検討結果
は議事録に残すと共に、全員に配布しています。会議の
中で流しそうめんや園芸くらぶの活動への参加協力に発
展した事もありました。また他のグループホームの運営
推進会議に出席し、しろあんの会議にも活かしておりま
す。

「しろあん茶話会」と称して２ヶ月に１
回開催し、自治会々長、民生委員、高齢
者支援センター職員、家族、利用者が参
加しています。事業所での様子を伝え、
参加者からは様々な意見や質問が出てい
ます。会議に合わせて家族へ「お知ら
せ」を出しています。

申請・報告等は出来る限り直接窓口に出向き対応してい
ます。また担当者への問い合わせは気兼ねなくできる状
況であり、協力関係を気づいていると理解しています。
高齢者支援センター、市社協、生活保護担当者とも情報
交換をしています。また市グループホーム連絡会に出席
し、年数回ですが市の方も参加され、意見交換などを
行っております。

行政の担当窓口へ出向き、事業所の実情
を伝えています。生活保護担当職員が定
期的に来訪しています。介護保険の認定
更新の調査員にも事業所の取り組みを伝
えています。市のグループホーム連絡会
に出席し、行政の方針や連絡事項などの
情報を得ています。

株式会社フィールズ



プライミーしろあん.xlsx

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着
型サービス指定基準及び指定地域密着型
介護予防サービス指定基準における禁止
の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘
束をしないケアに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等に
ついて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や
事業所内での虐待が見過ごされることが
ないよう注意を払い、防止に努めてい
る。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業
や成年後見制度について学ぶ機会を持
ち、個々の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利
用者や家族等の不安や疑問点を尋ね、十
分な説明を行い理解・納得を図ってい
る。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や
職員並びに外部者へ表せる機会を設け、
それらを運営に反映させている。

事業所開設以来、各ユニット出入り口は施錠せずに対応
しています。内部勉強会にて3か月に1回身体拘束につい
ての正しい知識の習得に努め、ご家族様や地域へも身体
拘束をしない事業所として説明をしています。

身体拘束に関するマニュアルを整備し、
内部勉強会で繰り返し理解を深めていま
す。ユニットの扉は施錠していません
が、玄関は防犯のため施錠しています。
外に出ていきたい利用者には、職員が同
行し、見守っています。

毎月行っている職員ミーティングでケアカンファレンス
などを通して話し合ったり、定期的に行う内部勉強会で
は虐待の正しい知識習得を行うと共に、普段から職員間
で情報共有を行い、虐待を見過ごすことなく、また防止
にも努めています。

普段のご面会時や家族会などを通してコミュニケーショ
ンを心がけたり、運営推進会議でのご意見ご要望などを
早めに事業所運営に反映させています。定期的にケアプ
ランの確認とともに、運営についても合わせて確認もし
ております。また事業所内に目安箱を設置しています。

運営推進会議の時や家族との電話、来訪
時に要望や苦情などを収集しています。
出された意見は職員間で検討し、運営に
活かすよう努め、その経過と結果を家族
に伝えています。また、家族が気軽に意
見を伝えられるように家族会を開催して
います。

成年後見制度を利用されている方が数名いらっしゃいま
す。ご入居されてから手続きをされた方もおり、制度や
手続きについて資料を準備し、活用できるような体制を
整えています。

普段のご面会時や運営推進会議、また電話連絡時など契
約内容の変更等について説明する機会をこまめにとるこ
とを心がけ、ご理解を頂けるよう取り組んでおります。
改定等の手続きも早めに書類を使ってご説明し、スムー
ズに完了しています。

株式会社フィールズ



プライミーしろあん.xlsx

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の
意見や提案を聞く機会を設け、反映させ
ている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、給与水準、労働
時間、やりがいなど、各自が向上心を
持って働けるよう職場環境・条件の整備
に努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケ
アの実際と力量を把握し、法人内外の研
修を受ける機会の確保や、働きながらト
レーニングしていくことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流
する機会をつくり、ネットワークづくり
や勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取組みを
している。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人
が困っていること、不安なこと、要望等
に耳を傾けながら、本人の安心を確保す
るための関係づくりに努めている。

ミーティングの機会を持ち、職員が意見を言える場の整
備をしています。また普段から業務や申し送りなどを通
してコミュニケーションをとりながら意見や提案を吸い
上げて実現できるように支援しています。１年に１回は
個別に意見や提案を聞く機会を設けています。

毎日のミーティングや申し送りノート
で、また日常の業務の中で職員は気軽に
意見を伝えています。管理者はいつでも
職員からの意見を聞くようにしていま
す。年に一度、契約更新時には個別に意
見を聞き、働きやすい環境に向けて努力
をしています。

市グループホーム連絡会及び県グループホーム協議会に
所属しています。その会ではお互いの施設見学会や勉強
会も開催し、その際にも様々な職員が交流の機会を作
り、やりがいを見出したり、情報共有ができるようにし
て、お互いにサービスの向上となるよう取り組んでいま
す。今後イベントなども開催していくことを計画中で
す。

事前情報収集を十分に行うとともに、ご家族様やご本人
様から普段のコミュニケーションをとおして信頼関係構
築のポイントを見出すと共に、環境の変化はご利用者様
の不安や混乱に繋がる事を各職員にも理解を求め、ご入
居当初は意識的に「その方を知る」事に職員全員で取り
組み、その方の過ごしやすい環境作りを第一にケアして
います。

各職員に年に１回、自己評価を行い自己の振り返りをす
ると共に、自身の１年間の目標を設定しています。また
居室担当やイベントなどの係担当を設置し、各職員のや
りがいに繋げています。また各職員の働きやすい勤務時
間に調整しています。

内部勉強会を定期的に開催し、また勤務表を工夫し出来
る限り多くの職員が参加出来るよう事業所として配慮し
ています。また他事業者との交流や、地域等の会議や勉
強会などから得られた情報も職員会議にて報告し、職員
教育につながる情報の発信を事業所として取り組んでい
ます。
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族
等が困っていること、不安なこと、要望
等に耳を傾けながら、関係づくりに努め
ている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人
と家族等が「その時」まず必要としてい
る支援を見極め、他のサービス利用も含
めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に
置かず、暮らしを共にする者同士の関係
を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に
置かず、本人と家族の絆を大切にしなが
ら、共に本人を支えていく関係を築いて
いる。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの
人や場所との関係が途切れないよう、支
援に努めている。

ご利用者様一人ひとりの能力を見極め、その方が何がど
こまで出来るのかをケアカンファレンスなどで情報を共
有し、その情報を活かして活動・活躍の機会を設けてい
ます。全てに手を出すことが介護ではない事を職員は理
解して対応しています。

毎月、写真付きのお手紙にてご様子をお伝えしていま
す。判断や報告を急ぐ内容は電話にて連絡し、事業所主
導ではなく、共に支える姿勢で取り組んでいます。面会
簿にはご家族様との連絡メモも取り入れ、意見交換がで
きるようにしております。

ご家族様との信頼関係構築のため、入居相談時点から十
分にコミュニケーションをとり、ご家族様やご本人様の
お気持ちなど理解する事を心がけています。ご入居後は
ご面会時の他、電話や手紙を使って情報の共有に取り組
んでいます。（報告・連絡・相談）特に入居1～2週間は
小まめにご家族様と情報共有をしております。

ご本人様及びご家族様の要望は必ず伺います。また情報
収集においてアセスメントをしっかり行い、ケアカン
ファレンスなどにも明記し、全スタッフで課題・目標・
サービス内容を見極めて、日々取り組んでおります。

ご本人様の生活歴から現在の状況をよく把握し、今まで
と変わりない暮らしが続けられるよう対応しています。
ご家族様やお知り合いの方の面会のほか、ご家族様との
外食やお墓参り、外泊などに出掛ける方もいらっしゃい
ます。

東北生まれの利用者が多く、故郷から歳
暮が届くことがあり、電話をかける支援
をしています。故郷の風景写真を廊下や
リビングに飾っています。家族と一緒に
旅行に行ったり、以前の自宅近くにある
神社へ参拝に行く利用者もいます。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとり
が孤立せずに利用者同士が関わり合い、
支え合えるような支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、こ
れまでの関係性を大切にしながら、必要
に応じて本人・家族の経過をフォロー
し、相談や支援に努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意
向の把握に努めている。困難な場合は、
本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし
方、生活環境、これまでのサービス利用
の経過等の把握に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状
態、有する力等の現状の把握に努めてい
る。

必要に応じて相談や支援にむけて取り組む姿勢です。

入居相談時や日常的な関わりの中からご本人様一人ひと
りの希望や意向を吸い上げ、実現に向けて取り組んでい
ます。理美容の希望・食べたい物・やりたい事、化粧品
など、早い段階で実現できるよう対応しています。その
日の天候や気分によって、散歩や理美容などで外出する
こともあります。

居室担当者は、食事メニューやレクリ
エーションなど、利用者の思いや意向を
できるだけ活かしています。散歩に出た
い人には散歩の支援をしています。誕生
日にはケーキと決めつけず、利用者の意
向を尊重してどら焼きを用意する事もあ
ります。

日常生活の中から、皆様の役割をごく自然な流れの中で
形成し、共に協力しながら活動されていらっしゃいま
す。トランプゲームを誘い合ったり、塗り絵や創作作業
で作ったブローチなどの作品を褒め合ったり、利用者様
同士で自然に関わりをもたれていらっしゃいます。

入居相談時の情報収集の他、ご入居されてからもその方
を知ることを続け、その方の暮らしや思いの把握に努め
ています。サービス内容に関して、事実と結果を記録す
る事で、経過の把握や状態変化の早期発見に繋げていま
す。またその内容をご家族様にもご報告しております。

健康状態・精神状態・暮らしのリズムなど、監視するの
ではなく常にアンテナを張って現状の把握に努めていま
す。また何気ない会話や動き・表情など、まずは普段を
知ることで、変化に早く気づける事や申し送りの重要性
を理解して取り組んでいます。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケア
のあり方について、本人、家族、必要な
関係者と話し合い、それぞれの意見やア
イディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づき
や工夫を個別記録に記入し、職員間で情
報を共有しながら実践や介護計画の見直
しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれる
ニーズに対応して、既存のサービスに捉
われない、柔軟な支援やサービスの多機
能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資
源を把握し、本人が心身の力を発揮しな
がら安全で豊かな暮らしを楽しむことが
できるよう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切に
し、納得が得られたかかりつけ医と事業
所の関係を築きながら、適切な医療を受
けられるように支援している。

居室担当者と計画作成担当者でケアを見直したのち、職
員全員でカンファレンスを行い日常生活に反映できるよ
うにしております。その方を取り巻く全ての環境からの
情報を総合し、現状に即した介護計画を作成していま
す。意向の把握と十分な説明や結果の報告にも配慮して
います。

居室担当者による毎日の記録を計画担当
作成者が考察し、訪問医や看護師の意見
を取り入れ、３ヶ月に一度計画を見直し
ています。その後、フロア会議において
職員全員で検討、確認し、家族の意見と
了解を得て介護計画を作成しています。

介護計画に基づいたケース記録とその方の生活リズムが
把握出来る個人日常記録を使っています。介護計画を
日々の記録に活用することで、毎日モニタリングを行
い、また生活リズムを把握することで変化や原因の把握
に役立ってています。

定期的な往診や訪問看護以外にも、緊急を要する場合は
お電話で、その他は毎週医療連携記録で医療情報をお伝
えしています。健康チェックは毎日行い、検査、健康診
断、専門医の受診や医療相談など適切な医療が受けられ
るよう支援しています。その情報はご家族様にも報告し
ております。

協力医療機関の診療は、内科が週１回、
歯科が年１回、看護師は月４回来訪して
います。かかりつけ医には職員が付き添
い、引き続き受診しています。受診結果
は医師、看護師、職員で共有し、毎月１
回、家族に報告しています。協力医は２
４時間の緊急対応が可能です。

　

日用品、希望品、理美容等、一括管理はせず、直接お店
に出向いて自己決定のもとその方に合わせた柔軟な対応
が出来ています。帰宅願望が見られた際は、気持ちが落
ち着かれるまで一緒にお話や外出をしています。またお
天気の良い日は気軽にお散歩やお買い物などに出かけ、
皆様が気持ちよく過ごせるように一人ひとりのペースに
合わせて支援しております。

買い物、出前、外食、理美容などはできるだけホーム近
隣を活用しています。訪問理美容も利用しております。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえ
た情報や気づきを、職場内の看護職員や
訪問看護師等に伝えて相談し、個々の利
用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療でき
るように、また、できるだけ早期に退院
できるように、病院関係者との情報交換
や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを
行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方につい
て、早い段階から本人・家族等と話し合
いを行い、事業所でできることを十分に
説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでい
る。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全
ての職員は応急手当や初期対応の訓練を
定期的に行い、実践力を身に付けてい
る。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を
問わず利用者が避難できる方法を全職員
が身につけるとともに、地域との協力体
制を築いている。

医療連携記録を作り報告相談をしています。また訪看時
には直接相談しています。ご利用者様の健康を管理し、
協力体制を整え、適切な医療が受けられるよう支援して
います。

主治医作成の資料をもとに、事故発生時の対応、救急時
の対応は勉強会を定期的に実施し、職員全員で正しい知
識の習得に取り組み、実際にＡＥＤを使用したこともあ
ります。また連絡体制を確認し合い、職員間の協力体制
も整えています。

昼間、夜間を想定しての避難訓練、通報訓練、初期消火
訓練と実施しています。訓練の他、火災通報装置の取り
扱いについても年に２回の説明を受けています。毎年勉
強会を行ったり、断水訓練も実施し、災害時の対応（貯
水槽から水を汲み、トイレや手洗いなどに使用・お皿に
ラップをするなど）も行っております。

災害対応マニュアルを作成し、年２回、
利用者、職員、地域住民が参加しての避
難訓練（内１回は夜間想定訓練）と消防
訓練を、年１回断水訓練を実施し、地域
住民との連携を深めています。３日分の
水、食料の備蓄のほか、簡易トイレなど
を備え、リストで管理しています。

災害時は、事業所が近隣住
民の一時的な避難場所にな
ることも想定されます。備
蓄品のさらなる整備によ
り、地域との相互支援関係
をより推進することも期待
されます。

介護サマリーの提出の他、必要な情報は提供していま
す。入院中は面会しご本人様の状態確認をすると共に、
ご家族様や病院関係者との情報交換に努めています。話
し合いの場に参加するなど早期退院に向けて協力し、ま
た退院後の対応についてもご本人様やご家族様の安心で
きるような環境づくりを往診医とともに心がけておりま
す。

ご本人様とご家族様の希望をしっかりとお聞きし、なる
べく早めに主治医を交えて方向性を話合い、取り組んで
います。また医療機関とも協力し苦痛や不安のないよう
サポートすると共に、関係者とは情報を共有しながら
チームで支援する体制を整えています。もし看取り介護
が必要な際は、職員の勉強会を開き、再確認するように
しております。また家族会でも話し合いの場を設け、看
取りなどについて再度ご説明をしております。

入居時に「重度化における対応（看取
り）指針」に基づいて本人と家族に説明
し同意を得ています。緊急時には医師、
家族、職員で、利用者に即した「看取り
協議内容同意書」を作成し、職員全員で
共有して対応しています。看取りに関す
る勉強会を年１回開催しています。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプラ
イバシーを損ねない言葉かけや対応をし
ている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表し
たり、自己決定できるように働きかけて
いる。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのでは
なく、一人ひとりのペースを大切にし、
その日をどのように過ごしたいか、希望
にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれがで
きるように支援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひ
とりの好みや力を活かしながら、利用者
と職員が一緒に準備や食事、片付けをし
ている。

1日のスケジュールを決めず、その日の天候や一人ひと
りの体調やご気分に合わせて対応しています。静かに過
ごされたい方、アクティブに過ごされたい方など、ご様
子を見ながらまたご希望を伺いながら希望にそった支援
をしています。

その日の衣類は起床後になるべくご自身で決めて頂ける
よう支援すると共に、必要であればその方の好みや意向
を探り、購入も検討しながら対応しています。重ね着や
衣類の乱れが見られた際は、さりげなく着こなしを援助
しています。理美容は一覧表で管理し、身だしなみに配
慮しています。

接遇面などにおいて会議などを通して職員教育を行い、
一人ひとりに合わせた言葉掛けや対応に取り組んでいま
す。強制したり、諦めたりすることなく、その方の暮ら
しが実現できるよう日々工夫をしながら対応していま
す。

２ヶ月に１回、接遇や倫理をテーマとし
た勉強会を開催し、職員のサービスマ
ナーの向上を図っています。利用者とは
目線を合わせて接し、優しい表情を心が
けています。個人情報保護は職員に説明
し、マニュアルを作成して徹底していま
す。

食べたい物、行きたい所、ほしい物、やりたい事など、
普段からコミュニケーションをとり、一人ひとりの思い
や表現を逃さぬよう、また思いを表現できたり、自己決
定ができるような環境や働き掛けに取り組んでいます。

メニュー係を毎年各職員に担当させ、メニューに変化を
もたせ、彩り、季節、節句などを取り入れて五感に働き
かけるようなメニュー作りに努めています。誕生日はご
希望メニューをご用意しています。調理、配膳準備、盛
りつけ、食器洗い、食器拭きなどは一緒に取り組んでい
ます。定期的に出前・外食・お弁当なども頼んでおりま
す。

毎日の献立は職員が考案し、近くのスー
パーマーケットでの食材調達を始め、調
理などを利用者と一緒に取り組むこと
で、コミュニケーションを深めていま
す。１、２ヶ月に１回利用者の要望に沿
いながら、釜めし、鮨、ピザなどの出前
をとり、食事に変化を持たせる工夫をし
ています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日
を通じて確保できるよう、一人ひとりの
状態や力、習慣に応じた支援をしてい
る。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎
食後、一人ひとりの口腔状態や本人の力
に応じた口腔ケアをしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一
人ひとりの力や排泄のパターン、習慣を
活かして、トイレでの排泄や排泄の自立
に向けた支援を行っている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食
物の工夫や運動への働きかけ等、個々に
応じた予防に取り組んでいる。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせ
て入浴を楽しめるように、職員の都合で
曜日や時間帯を決めてしまわずに、個々
に応じた入浴の支援をしている。

普段から食事の際はお茶をご用意して、食後に残渣物が
残らないよう注意しています。就寝時は口腔ケアを援助
し、義歯の洗浄管理も行っています。歯科医による定期
検診を行い、口腔内管理を行っています。

排泄状況を記録し、一人ひとりのリズムや状態の把握は
毎日行い、職員同士で連携して支援しています。安易に
排泄用品に頼ることなく、トイレ案内を増やしたりタイ
ミングや声掛けの工夫をすることで、自立にむけた排泄
支援を行っています。

一人ひとりの排泄チェック表を作成し、
排泄のサインを見逃さないように心が
け、さりげなく穏やかにトイレに誘導し
ています。冬季は暖房を入れて準備し、
一人で入れるよう配慮しています。リハ
ビリパンツから布パンツとパッドへ改善
した利用者もいます。

食事は摂取量、栄養バランスを考慮して組み立て、結果
を記録し、必要な場合は修正しながら次に繋げる工夫を
しています。好き嫌いなどは入所前にご本人様やご家族
様から趣向を確認し、柔らかさ、大きさなども一人ひと
りに合わせると共に、食事と水分摂取量は毎日記録して
います。また季節ごとに季節感が出るメニューにも各ス
タッフにアンケートをとりながら作り替えております。

排便状況を記録し、状態の把握に努めています。牛乳な
どの乳製品・プルーン・押し麦・運動・水分など自然排
便への取り組みを行っています。下剤が必要な場合は医
療機関と相談しながら繰り返し調整を行い、その方に合
わせて対応しています。

入浴は曜日を決める事なく、ご本人様の体調や気分に寄
り添い、お一人ずつゆっくりと入って頂いています。お
誘いのタイミングや声のかけ方に工夫すると共に、無理
強いせずにシャワー浴、清拭、機械浴、衣類交換なども
含めて臨機応変に対応しています。

入浴は利用者の意向や体調に応じ、週に
２、３回を目安に午前・午後の時間を決
めず対応しています。浴室に「白庵の
湯」と掲示し、菖蒲湯やゆず湯など季節
ごとの工夫をし、利用者の意向に沿って
浴室の外で控えたり、入浴中に会話を楽
しんだりしています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況
に応じて、休息したり、安心して気持ち
よく眠れるよう支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副
作用、用法や用量について理解してお
り、服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるよ
うに、一人ひとりの生活歴や力を活かし
た役割、嗜好品、楽しみごと、気分転換
等の支援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸
外に出かけられるよう支援に努めてい
る。また、普段は行けないような場所で
も、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように
支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さ
を理解しており、一人ひとりの希望や力
に応じて、お金を所持したり使えるよう
に支援している。

就寝時間や起床時間を含め、1日のスケジュールを決め
ていないため、その方のペースに合わせて休息を援助し
ています。衣類、寝具、室温等に注意すると共に、安心
感、空腹感、排泄など色々な角度から安眠・休息を支援
しています。

お一人ずつの服薬表はすぐに確認出来るよう設置してい
ます。変更があれば、その都度各職員に報告しておりま
す。医師・薬剤師から薬に関する情報や指導を得ると共
に、経過についての報告を行い、連携を取りながら対応
しています。

お金の所持は、ご本人様とご家族様とで相談し決めてい
ます。お花や化粧水など、希望品をご自身で購入されて
いる方もいます。

日常生活の中で自然にご自身の役割を認識されている
方、促す事で参加される方など、一人ひとりのお好きな
活動や出来る活動を見極めて対応しています。レクリ
エーションやご家族様と地域の方々も交えたイベント開
催など、気分転換や楽しみの機会も作っています。

散歩、買い物に外出したり、外出が難しい方でも敷地内
のベンチで日光浴など、その方の体調や気分など状況に
合わせて戸外への活動を支援しています。また季節に
よってはプランターにミニトマトなどを栽培し、収穫な
どもしております。ご家族様との外出・外泊も自由にし
て頂いております。

日常的な散策は、利用者の要望があれば
１日に何回でも付き添っています。初
詣、花見、地域の祭りなど全員が参加で
きるよう配慮しています。職員と一緒に
近くのスーパーマーケットや洋菓子店な
どで買い物をしたり、家族と墓参りや外
食に出かける利用者もいます。
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価
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援
をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、
食堂、浴室、トイレ等）が、利用者に
とって不快や混乱をまねくような刺激
（音、光、色、広さ、温度など）がない
ように配慮し、生活感や季節感を採り入
れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の
合った利用者同士で思い思いに過ごせる
ような居場所の工夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家
族と相談しながら、使い慣れたものや好
みのものを活かして、本人が居心地よく
過ごせるような工夫をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」
や「わかること」を活かして、安全かつ
できるだけ自立した生活が送れるように
工夫している。

ご家族様との交流は面会や電話で自由にして頂いており
ます。ご家族様との関わりは心の安心へ繋がる事を理解
し、気軽に交流して頂けるよう、また交流が継続できる
よう対応しております。ご面会時には時折写真も撮らせ
ていただき、お送りしております。

ご入居時に新しい物を購入される必要はなく、皆様が住
み慣れた環境で安心して過ごせるように、その方の部屋
をそのまま再現できるように支援しています。長年使っ
ているタンス・テレビ・布団・テーブルセットなど、そ
の方の過ごしやすい場所となるよう対応しております。

居室は照明、エアコン、クローゼットが
備え付けです。利用者は使い慣れたベッ
ドやテレビ、仏壇、写真など馴染みの品
を持ち込んでいます。床はフローリング
で、衝撃吸収カーペットを敷いている居
室もあります。家族は希望すれば、居室
に宿泊することができます。

各所に手すりを設置すると共に、通路に面したトイレ・
洗面所・居室は、導線とわかりやすさに配慮した作りに
なっています。レバーやスイッチなどは、あえて手動式
を取り入れています。自立した生活が送れるよう、状
況・状態に応じて取り組んでいます。

共有スペースはご利用者様が安心・安全に暮らし、心地
よい日光や風が入るような「家」を意識して整備してい
ます。また、五感に働き掛けるような工夫や強い刺激が
ないよう、居心地のよさにも配慮しています。思い出の
写真なども飾っております。

南に面し、日差しが入る居間兼食堂は明
るく、床暖房が備わり、ゆったりと過ご
すことができます。共有空間は清潔に保
たれ、利用者の故郷の風景や家族会、誕
生日会などの写真を飾っています。施設
内随所に手すりを設け、利用者は安全に
移動することができています。

別のユニットとを行き来される方や共有スペースにて大
笑いされながらお喋りを楽しまれている場面は毎日見受
けられています。居室で寛がれたり、窓やベランダから
景色を眺められたりと移動は自由です。事務所を好まれ
る方もいらっしゃいます。

株式会社フィールズ



56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

○ 2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

 事業所名 プライミーしろあん

 ユニット名 かのん

　Ⅴ　アウトカム項目

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業
所理念をつくり、管理者と職員は、その理
念を共有して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続け
られるよう、事業所自体が地域の一員とし
て日常的に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認
知症の人の理解や支援の方法を、地域の
人々に向けて活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告
や話し合いを行い、そこでの意見をサービ
ス向上に活かしている。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、
事業所の実情やケアサービスの取組みを積
極的に伝えながら、協力関係を築くように
取り組んでいる。

市グループホーム連絡会に定期的に出席し、今後地域の
イベントに参加し、介護相談などを受けるブースなどを
各施設同士で協力して作れるように話し合っているとこ
ろです。高齢者相談ネットワークにも参加しています。
運営推進会議では高齢者支援センターや民生委員の方も
参加頂いております。

２ヶ月に１回、イベントなどの活動報告を行い、また参
加者の方より色々なご意見を頂いております。検討結果
は議事録に残すと共に、全員に配布しています。会議の
中で流しそうめんや園芸くらぶの活動への参加協力に発
展した事もありました。また他のグループホームの運営
推進会議に出席し、しろあんの会議にも活かしておりま
す。

申請・報告等は出来る限り直接窓口に出向き対応してい
ます。また担当者への問い合わせは気兼ねなくできる状
況であり、協力関係を気づいていると理解しています。
高齢者支援センター、市社協、生活保護担当者とも情報
交換をしています。また市グループホーム連絡会に出席
し、年数回ですが市の方も参加され、意見交換などを
行っております。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

プライミーしろあんでどのように過ごされたいか？自分
に置き換え、ご利用者様の目線から職員全員で考えまし
た。また理念とは別に、プライミーしろあんを「家」と
し、理念実現の家訓（職員が何をすべきか）も設定しま
した。事業所内の各所に掲示し、意識の共有を図ってい
ます。

年6回行う運営推進会議に自治会や高齢者支援センターの方々
に参加していただいたり、年2回行っている避難訓練にも参加
していただくなどを通して、近隣の方々との交流を定期的に
とっております。事業者内の買い物や理美容などは全て近隣で
対応しています。体調や職員体制にもよりますが、散歩や日光
浴など屋外で過ごす事もあり、挨拶などを通して地域情報を頂
いたりと自然な流れで交流が出来ています。また自治会の祭り
に参加したり、近所の方々がボランティアとして傾聴ボラン
ティアにも定期的に来ていただいています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型
サービス指定基準及び指定地域密着型介護
予防サービス指定基準における禁止の対象
となる具体的な行為」を正しく理解してお
り、玄関の施錠を含めて身体拘束をしない
ケアに取り組んでいる。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等につ
いて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業
所内での虐待が見過ごされることがないよ
う注意を払い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や
成年後見制度について学ぶ機会を持ち、
個々の必要性を関係者と話し合い、それら
を活用できるよう支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用
者や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な
説明を行い理解・納得を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職
員並びに外部者へ表せる機会を設け、それ
らを運営に反映させている。

普段のご面会時や運営推進会議、また電話連絡時など契
約内容の変更等について説明する機会をこまめにとるこ
とを心がけ、ご理解を頂けるよう取り組んでおります。
改定等の手続きも早めに書類を使ってご説明し、スムー
ズに完了しています。

普段のご面会時や家族会などを通してコミュニケーショ
ンを心がけたり、運営推進会議でのご意見ご要望などを
早めに事業所運営に反映させています。定期的にケアプ
ランの確認とともに、運営についても合わせて確認もし
ております。また事業所内に目安箱を設置しています。

事業所開設以来、各ユニット出入り口は施錠せずに対応
しています。内部勉強会にて3か月に1回身体拘束につい
ての正しい知識の習得に努め、ご家族様や地域へも身体
拘束をしない事業所として説明をしています。

毎月行っている職員ミーティングでケアカンファレンス
などを通して話し合ったり、定期的に行う内部勉強会で
は虐待の正しい知識習得を行うと共に、普段から職員間
で情報共有を行い、虐待を見過ごすことなく、また防止
にも努めています。

成年後見制度を利用されている方が数名いらっしゃいま
す。ご入居されてから手続きをされた方もおり、制度や
手続きについて資料を準備し、活用できるような体制を
整えています。
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11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意
見や提案を聞く機会を設け、反映させてい
る。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、給与水準、労働時
間、やりがいなど、各自が向上心を持って
働けるよう職場環境・条件の整備に努めて
いる。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケア
の実際と力量を把握し、法人内外の研修を
受ける機会の確保や、働きながらトレーニ
ングしていくことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流す
る機会をつくり、ネットワークづくりや勉
強会、相互訪問等の活動を通じて、サービ
スの質を向上させていく取組みをしてい
る。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が
困っていること、不安なこと、要望等に耳
を傾けながら、本人の安心を確保するため
の関係づくりに努めている。

事前情報収集を十分に行うとともに、ご家族様やご本人
様から普段のコミュニケーションをとおして信頼関係構
築のポイントを見出すと共に、環境の変化はご利用者様
の不安や混乱に繋がる事を各職員にも理解を求め、ご入
居当初は意識的に「その方を知る」事に職員全員で取り
組み、その方の過ごしやすい環境作りを第一にケアして
います。

各職員に年に１回、自己評価を行い自己の振り返りをす
ると共に、自身の１年間の目標を設定しています。また
居室担当やイベントなどの係担当を設置し、各職員のや
りがいに繋げています。また各職員の働きやすい勤務時
間に調整しています。

内部勉強会を定期的に開催し、また勤務表を工夫し出来
る限り多くの職員が参加出来るよう事業所として配慮し
ています。また他事業者との交流や、地域等の会議や勉
強会などから得られた情報も職員会議にて報告し、職員
教育につながる情報の発信を事業所として取り組んでい
ます。

市グループホーム連絡会及び県グループホーム協議会に
所属しています。その会ではお互いの施設見学会や勉強
会も開催し、その際にも様々な職員が交流の機会を作
り、やりがいを見出したり、情報共有ができるようにし
て、お互いにサービスの向上となるよう取り組んでいま
す。今後イベントなども開催していくことを計画中で
す。

ミーティングの機会を持ち、職員が意見を言える場の整
備をしています。また普段から業務や申し送りなどを通
してコミュニケーションをとりながら意見や提案を吸い
上げて実現できるように支援しています。１年に１回は
個別に意見や提案を聞く機会を設けています。
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等
が困っていること、不安なこと、要望等に
耳を傾けながら、関係づくりに努めてい
る。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と
家族等が「その時」まず必要としている支
援を見極め、他のサービス利用も含めた対
応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置
かず、暮らしを共にする者同士の関係を築
いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置
かず、本人と家族の絆を大切にしながら、
共に本人を支えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人
や場所との関係が途切れないよう、支援に
努めている。

ご利用者様一人ひとりの能力を見極め、その方が何がど
こまで出来るのかをケアカンファレンスなどで情報を共
有し、その情報を活かして活動・活躍の機会を設けてい
ます。全てに手を出すことが介護ではない事を職員は理
解して対応しています。

毎月、写真付きのお手紙にてご様子をお伝えしていま
す。判断や報告を急ぐ内容は電話にて連絡し、事業所主
導ではなく、共に支える姿勢で取り組んでいます。面会
簿にはご家族様との連絡メモも取り入れ、意見交換がで
きるようにしております。

ご本人様の生活歴から現在の状況をよく把握し、今まで
と変わりない暮らしが続けられるよう対応しています。
ご家族様やお知り合いの方の面会のほか、ご家族様との
外食やお墓参り、外泊などに出掛ける方もいらっしゃい
ます。

ご家族様との信頼関係構築のため、入居相談時点から十
分にコミュニケーションをとり、ご家族様やご本人様の
お気持ちなど理解する事を心がけています。ご入居後は
ご面会時の他、電話や手紙を使って情報の共有に取り組
んでいます。（報告・連絡・相談）特に入居1～2週間は
小まめにご家族様と情報共有をしております。

ご本人様及びご家族様の要望は必ず伺います。また情報
収集においてアセスメントをしっかり行い、ケアカン
ファレンスなどにも明記し、全スタッフで課題・目標・
サービス内容を見極めて、日々取り組んでおります。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが
孤立せずに利用者同士が関わり合い、支え
合えるような支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これ
までの関係性を大切にしながら、必要に応
じて本人・家族の経過をフォローし、相談
や支援に努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向
の把握に努めている。困難な場合は、本人
本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、
生活環境、これまでのサービス利用の経過
等の把握に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、
有する力等の現状の把握に努めている。

入居相談時の情報収集の他、ご入居されてからもその方
を知ることを続け、その方の暮らしや思いの把握に努め
ています。サービス内容に関して、事実と結果を記録す
る事で、経過の把握や状態変化の早期発見に繋げていま
す。またその内容をご家族様にもご報告しております。

健康状態・精神状態・暮らしのリズムなど、監視するの
ではなく常にアンテナを張って現状の把握に努めていま
す。また何気ない会話や動き・表情など、まずは普段を
知ることで、変化に早く気づける事や申し送りの重要性
を理解して取り組んでいます。

日常生活の中から、皆様の役割をごく自然な流れの中で
形成し、共に協力しながら活動されていらっしゃいま
す。トランプゲームを誘い合ったり、塗り絵や創作作業
で作ったブローチなどの作品を褒め合ったり、利用者様
同士で自然に関わりをもたれていらっしゃいます。

必要に応じて相談や支援にむけて取り組む姿勢です。

入居相談時や日常的な関わりの中からご本人様一人ひと
りの希望や意向を吸い上げ、実現に向けて取り組んでい
ます。理美容の希望・食べたい物・やりたい事、化粧品
など、早い段階で実現できるよう対応しています。その
日の天候や気分によって、散歩や理美容などで外出する
こともあります。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアの
あり方について、本人、家族、必要な関係
者と話し合い、それぞれの意見やアイディ
アを反映し、現状に即した介護計画を作成
している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや
工夫を個別記録に記入し、職員間で情報を
共有しながら実践や介護計画の見直しに活
かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれる
ニーズに対応して、既存のサービスに捉わ
れない、柔軟な支援やサービスの多機能化
に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源
を把握し、本人が心身の力を発揮しながら
安全で豊かな暮らしを楽しむことができる
よう支援している。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切に
し、納得が得られたかかりつけ医と事業所
の関係を築きながら、適切な医療を受けら
れるように支援している。

定期的な往診や訪問看護以外にも、緊急を要する場合は
お電話で、その他は毎週医療連携記録で医療情報をお伝
えしています。健康チェックは毎日行い、検査、健康診
断、専門医の受診や医療相談など適切な医療が受けられ
るよう支援しています。その情報はご家族様にも報告し
ております。

介護計画に基づいたケース記録とその方の生活リズムが
把握出来る個人日常記録を使っています。介護計画を
日々の記録に活用することで、毎日モニタリングを行
い、また生活リズムを把握することで変化や原因の把握
に役立ってています。

日用品、希望品、理美容等、一括管理はせず、直接お店
に出向いて自己決定のもとその方に合わせた柔軟な対応
が出来ています。帰宅願望が見られた際は、気持ちが落
ち着かれるまで一緒にお話や外出をしています。またお
天気の良い日は気軽にお散歩やお買い物などに出かけ、
皆様が気持ちよく過ごせるように一人ひとりのペースに
合わせて支援しております。

買い物、出前、外食、理美容などはできるだけホーム近
隣を活用しています。訪問理美容も利用しております。

居室担当者と計画作成担当者でケアを見直したのち、職
員全員でカンファレンスを行い日常生活に反映できるよ
うにしております。その方を取り巻く全ての環境からの
情報を総合し、現状に即した介護計画を作成していま
す。意向の把握と十分な説明や結果の報告にも配慮して
います。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた
情報や気づきを、職場内の看護職員や訪問
看護師等に伝えて相談し、個々の利用者が
適切な受診や看護を受けられるように支援
している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できる
ように、また、できるだけ早期に退院でき
るように、病院関係者との情報交換や相談
に努めている。又は、そうした場合に備え
て病院関係者との関係づくりを行ってい
る。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方につい
て、早い段階から本人・家族等と話し合い
を行い、事業所でできることを十分に説明
しながら方針を共有し、地域の関係者と共
にチームで支援に取り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全て
の職員は応急手当や初期対応の訓練を定期
的に行い、実践力を身に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問
わず利用者が避難できる方法を全職員が身
につけるとともに、地域との協力体制を築
いている。

ご本人様とご家族様の希望をしっかりとお聞きし、なる
べく早めに主治医を交えて方向性を話合い、取り組んで
います。また医療機関とも協力し苦痛や不安のないよう
サポートすると共に、関係者とは情報を共有しながら
チームで支援する体制を整えています。もし看取り介護
が必要な際は、職員の勉強会を開き、再確認するように
しております。また家族会でも話し合いの場を設け、看
取りなどについて再度ご説明をしております。

主治医作成の資料をもとに、事故発生時の対応、救急時
の対応は勉強会を定期的に実施し、職員全員で正しい知
識の習得に取り組み、実際にＡＥＤを使用したこともあ
ります。また連絡体制を確認し合い、職員間の協力体制
も整えています。

昼間、夜間を想定しての避難訓練、通報訓練、初期消火
訓練と実施しています。訓練の他、火災通報装置の取り
扱いについても年に２回の説明を受けています。毎年勉
強会を行ったり、断水訓練も実施し、災害時の対応（貯
水槽から水を汲み、トイレや手洗いなどに使用・お皿に
ラップをするなど）も行っております。

医療連携記録を作り報告相談をしています。また訪看時
には直接相談しています。ご利用者様の健康を管理し、
協力体制を整え、適切な医療が受けられるよう支援して
います。

介護サマリーの提出の他、必要な情報は提供していま
す。入院中は面会しご本人様の状態確認をすると共に、
ご家族様や病院関係者との情報交換に努めています。話
し合いの場に参加するなど早期退院に向けて協力し、ま
た退院後の対応についてもご本人様やご家族様の安心で
きるような環境づくりを往診医とともに心がけておりま
す。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライ
バシーを損ねない言葉かけや対応をしてい
る。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表した
り、自己決定できるように働きかけてい
る。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではな
く、一人ひとりのペースを大切にし、その
日をどのように過ごしたいか、希望にそっ
て支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができ
るように支援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひと
りの好みや力を活かしながら、利用者と職
員が一緒に準備や食事、片付けをしてい
る。

その日の衣類は起床後になるべくご自身で決めて頂ける
よう支援すると共に、必要であればその方の好みや意向
を探り、購入も検討しながら対応しています。重ね着や
衣類の乱れが見られた際は、さりげなく着こなしを援助
しています。理美容は一覧表で管理し、身だしなみに配
慮しています。

メニュー係を毎年各職員に担当させ、メニューに変化を
もたせ、彩り、季節、節句などを取り入れて五感に働き
かけるようなメニュー作りに努めています。誕生日はご
希望メニューをご用意しています。調理、配膳準備、盛
りつけ、食器洗い、食器拭きなどは一緒に取り組んでい
ます。定期的に出前・外食・お弁当なども頼んでおりま
す。

接遇面などにおいて会議などを通して職員教育を行い、
一人ひとりに合わせた言葉掛けや対応に取り組んでいま
す。強制したり、諦めたりすることなく、その方の暮ら
しが実現できるよう日々工夫をしながら対応していま
す。

食べたい物、行きたい所、ほしい物、やりたい事など、
普段からコミュニケーションをとり、一人ひとりの思い
や表現を逃さぬよう、また思いを表現できたり、自己決
定ができるような環境や働き掛けに取り組んでいます。

1日のスケジュールを決めず、その日の天候や一人ひと
りの体調やご気分に合わせて対応しています。静かに過
ごされたい方、アクティブに過ごされたい方など、ご様
子を見ながらまたご希望を伺いながら希望にそった支援
をしています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を
通じて確保できるよう、一人ひとりの状態
や力、習慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や本人の力に応
じた口腔ケアをしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人
ひとりの力や排泄のパターン、習慣を活か
して、トイレでの排泄や排泄の自立に向け
た支援を行っている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物
の工夫や運動への働きかけ等、個々に応じ
た予防に取り組んでいる。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて
入浴を楽しめるように、職員の都合で曜日
や時間帯を決めてしまわずに、個々に応じ
た入浴の支援をしている。

入浴は曜日を決める事なく、ご本人様の体調や気分に寄
り添い、お一人ずつゆっくりと入って頂いています。お
誘いのタイミングや声のかけ方に工夫すると共に、無理
強いせずにシャワー浴、清拭、機械浴、衣類交換なども
含めて臨機応変に対応しています。

普段から食事の際はお茶をご用意して、食後に残渣物が
残らないよう注意しています。就寝時は口腔ケアを援助
し、義歯の洗浄管理も行っています。歯科医による定期
検診を行い、口腔内管理を行っています。

排泄状況を記録し、一人ひとりのリズムや状態の把握は
毎日行い、職員同士で連携して支援しています。安易に
排泄用品に頼ることなく、トイレ案内を増やしたりタイ
ミングや声掛けの工夫をすることで、自立にむけた排泄
支援を行っています。

排便状況を記録し、状態の把握に努めています。牛乳な
どの乳製品・プルーン・押し麦・運動・水分など自然排
便への取り組みを行っています。下剤が必要な場合は医
療機関と相談しながら繰り返し調整を行い、その方に合
わせて対応しています。

食事は摂取量、栄養バランスを考慮して組み立て、結果
を記録し、必要な場合は修正しながら次に繋げる工夫を
しています。好き嫌いなどは入所前にご本人様やご家族
様から趣向を確認し、柔らかさ、大きさなども一人ひと
りに合わせると共に、食事と水分摂取量は毎日記録して
います。また季節ごとに季節感が出るメニューにも各ス
タッフにアンケートをとりながら作り替えております。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に
応じて、休息したり、安心して気持ちよく
眠れるよう支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作
用、用法や用量について理解しており、服
薬の支援と症状の変化の確認に努めてい
る。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支
援をしている。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外
に出かけられるよう支援に努めている。ま
た、普段は行けないような場所でも、本人
の希望を把握し、家族や地域の人々と協力
しながら出かけられるように支援してい
る。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを
理解しており、一人ひとりの希望や力に応
じて、お金を所持したり使えるように支援
している。

日常生活の中で自然にご自身の役割を認識されている
方、促す事で参加される方など、一人ひとりのお好きな
活動や出来る活動を見極めて対応しています。レクリ
エーションやご家族様と地域の方々も交えたイベント開
催など、気分転換や楽しみの機会も作っています。

散歩、買い物に外出したり、外出が難しい方でも敷地内
のベンチで日光浴など、その方の体調や気分など状況に
合わせて戸外への活動を支援しています。また季節に
よってはプランターにミニトマトなどを栽培し、収穫な
どもしております。ご家族様との外出・外泊も自由にし
て頂いております。

お金の所持は、ご本人様とご家族様とで相談し決めてい
ます。お花や化粧水など、希望品をご自身で購入されて
いる方もいます。

就寝時間や起床時間を含め、1日のスケジュールを決め
ていないため、その方のペースに合わせて休息を援助し
ています。衣類、寝具、室温等に注意すると共に、安心
感、空腹感、排泄など色々な角度から安眠・休息を支援
しています。

お一人ずつの服薬表はすぐに確認出来るよう設置してい
ます。変更があれば、その都度各職員に報告しておりま
す。医師・薬剤師から薬に関する情報や指導を得ると共
に、経過についての報告を行い、連携を取りながら対応
しています。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援を
している。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとって
不快や混乱をまねくような刺激（音、光、
色、広さ、温度など）がないように配慮
し、生活感や季節感を採り入れて、居心地
よく過ごせるような工夫をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の
合った利用者同士で思い思いに過ごせるよ
うな居場所の工夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族
と相談しながら、使い慣れたものや好みの
ものを活かして、本人が居心地よく過ごせ
るような工夫をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や
「わかること」を活かして、安全かつでき
るだけ自立した生活が送れるように工夫し
ている。

ご入居時に新しい物を購入される必要はなく、皆様が住
み慣れた環境で安心して過ごせるように、その方の部屋
をそのまま再現できるように支援しています。長年使っ
ているタンス・テレビ・布団・テーブルセットなど、そ
の方の過ごしやすい場所となるよう対応しております。

各所に手すりを設置すると共に、通路に面したトイレ・
洗面所・居室は、導線とわかりやすさに配慮した作りに
なっています。レバーやスイッチなどは、あえて手動式
を取り入れています。自立した生活が送れるよう、状
況・状態に応じて取り組んでいます。

ご家族様との交流は面会や電話で自由にして頂いており
ます。ご家族様との関わりは心の安心へ繋がる事を理解
し、気軽に交流して頂けるよう、また交流が継続できる
よう対応しております。ご面会時には時折写真も撮らせ
ていただき、お送りしております。

共有スペースはご利用者様が安心・安全に暮らし、心地
よい日光や風が入るような「家」を意識して整備してい
ます。また、五感に働き掛けるような工夫や強い刺激が
ないよう、居心地のよさにも配慮しています。思い出の
写真なども飾っております。

別のユニットとを行き来される方や共有スペースにて大
笑いされながらお喋りを楽しまれている場面は毎日見受
けられています。居室で寛がれたり、窓やベランダから
景色を眺められたりと移動は自由です。事務所を好まれ
る方もいらっしゃいます。
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